
令和５年度第２回北名古屋市在宅医療連携協議会の結果（概要） 

 

議題１ 特定健診の受診率を上げるための手立てについて（資料１－１～６） 

医療機関等で、健診を受けてくださいと直接伝える事が１番大事、多職

種で同時にやらなければいけない、という意見がでました。資料１－６に

ついて、それぞれのセクションで取組を提案し、ある程度すすめ、次回報

告する。医師会の理事会でも議案に出していく予定です。 

 

議題２ 令和５年度に検討する地域課題について（資料２－１） 

⑴ 地域課題１（多職種連携）（資料２－２・３・４） 

この４年間は多職種が集まる機会が少なかった。研修を企画したり、地域

ケア会議でも大勢が参加できるようにしていきたい。 

地域包括支援センターが作成した周知用チラシを三師会に所属する医院

薬局に配布することとなった。 

   多剤服用の課題については、かかりつけ薬局が重複投与の処方せんを受

けたときに、処方した医療機関へ連絡している。 

 ⑵ 地域課題２（栄養・オーラルフレイル）（資料２－５） 

   ・歯科健診の受診率向上に対する他市町での取り組みについて 

    比較的受診率が高いところは、個別ではがきを全員に送っているとこ

ろが多い、周知方法を少し変えると、受診率が上がる可能性が高いのでは

ないか。歯科受診をかかりつけ医から勧めてもらいたい、という意見がで

ました。 

オーラルフレイル、ソーシャルフレイルを評価できるものはないか、

基本チェックリストをもとにして北名古屋市バージョンを作るといいの

では、という意見がでました。 

⑶ 地域課題３（権利擁護・ACP） 

   ・権利擁護センターについて 

   ・救急医療情報キットについて 

    情報を共有しました。 

その他 

ア 高齢者の保健事業と介護予防等の一体的な実施について（資料３－１） 

イ 令和５年度第１回地域包括ケアシステム推進協議会の結果について 

（資料３－２） 

ウ ごみについて 

エ 障害に関する制度・相談先について（資料３－３） 

情報を共有しました。 

 

次回の予定 第３回 令和６年２月２９日（木）１時３０分から３時１５分まで 


